



























































































































項 目 搭 載 内 容














関 連 語 検索した項目語の類義、対義の語彙・表現がある場合に表示
略語・カタカナ語 検索した語彙の略語や英語などで言い換えた表現がある場合に表示
NOTE 例文や英訳だけでは説明しきれない場合、必要に応じて補足情報を表示
イラスト 介護場面用語を中心に、必要に応じてイラストを提供
表４ 日本語学習支援機能
日本語学習支援機能 内 容
声かけ表現５０
仕事の場面で大切なあいさつや説明の表現５０例。一日の流れに沿った順に載せてい
る。
基本表現５００
「日本でくらす」「病院ではたらく」など、４つの場面で使われる基本的な表現５００
例
漢字２００
看護・介護の現場や日常生活でよく目にする基本的な漢字２００字のリスト
音読みリストの漢字をクリックすると、その漢字を含んだ語彙が表示される。
例文から学ぼう
トップ画面を開くたびに、ナビゲーターが毎回異なる例文をランダムに紹介する。
例文をクリックすると、例文の中に使われている語彙・表現の詳細画面が開く。
詳細画面の「こんな言葉知ってる？」のように、語彙力強化に利用可能
コラムほっとケア コミュニケーションや異文化理解のために、社会や文化に関する簡単な情報紹介
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３．データの検証
インターネット用のデータ整備と並行して、１年目に作成した基本データベースの検証も
行った。検証は英文校閲、日本語教師によるデータの点検、フィリピン人日本語教師に
よる検討で、作業は「日本語でケアナビ」開発室のメンバーだけではなく、関西国際センター
専門員やフィリピン人日本語教師の協力を得た。また専門語彙については、医師らの校閲協
力を得て行った。その結果を順次データに反映させていった。
４．「日本語でケアナビ」の命名と画面上のデザイン
「インターネット公開用データベース」をどう呼ぶか、そもそもこれをどんなイメージのも
ので、どのように使うサイトにするのかなど、
サイトの命名、インターフェース設計、ビジュ
アル設計についても議論を重ねた（表５）。そ
こから「わかりやすい、明るい、楽しい、幅広
い利用者、すぐに使える」に象徴されるサイト
イメージが共有され、「日本語でケアナビ」と
いう名前が生まれた。
このようにサイトを作る人（ウェブデザイ
ナー、システム開発者）とデータを作る人（「日
本語でケアナビ」開発室のメンバー）とがやりとりを続けながら、次第に「行」と「列」のデー
タと「仕組み」が整備され、全体像が整っていった。
５．インターネット公開と展望
２００７年４月、「日本語でケアナビ」を関係者対象にインターネットで限定的に公開し、ほぼ
同時にプレスリリース、広報用チラシ作成等の広報活動を始動させた。そして、同年７月１日
より本格的に「日本語でケアナビ」の一般公開がはじまった。
本サイトのアクセス解析によると、２００７年１１月末現在、世界約１２０の国や地域の人の利用が
認められ、わずか６ケ月で累計アクセス数は３０万件を越えている。また、問い合わせメールに
はサイトへの要望をはじめ、多くの具体的な反響が寄せられており、ユーザーの反応スピード
の速さと規模の大きさが実感させられる（６）。本プロジェクトは本来、看護師・介護職をめざす
学習者のための日本語学習支援ツール開発として位置づけられてきたが、直接寄せられる反響
や公開後のアクセス解析から、世界各地の初級学習者の訪問が認められ、利用者は看護・介護
職従事者に限定されないことがわかってきた。これらを総合すると、「日本語でケアナビ」は
表５ 画面上デザインの検討事項
デザインの検討事項
わかりやすく使いやすいインターフェース
機能や項目の配置
日本語モードとEnglishモード
PC版と携帯版
全体の雰囲気
使い方の説明（ヘルプ）
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特定対象者のために開発されたとはいえ、結果的により広範囲の日本語学習者層にとっても有
益なツール提供となっていることが認められる。それが何に由来するものか即断することはで
きないが、２．１で述べた「仕事で使える」「気持ちを伝える」「くらしに役立つ」に集約される
ような、「身近な内容を、運用場面に沿って、平易に記述していく」という「日本語でケアナ
ビ」の目指すものと、学習者層が求めるものとが共振していると考えることはできないだろうか。
以上のように、インターネットによる日本語教育支援ツール提供は、広範囲の学習者層に直
接支援を行える手段であることがあらためて確認できた。と、同時に、このような学習支援
ツールの開発では、設計に工夫を凝らすこと、平たく言えば「使いやすさを設計すること」に
よって汎用性を持ったサイトを提供することが可能であり、またその視点がきわめて重要にな
ると言えるだろう。
今後はタグの妥当性、取り残し語彙収集などのデータ整備と検証を重ね、さらに使いやすい
学習支援ツールとして展開させる一方で、使いやすさ、学びやすさとは何かについても検証し
ていきたい（７）。
〔謝辞〕
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〔注〕
（１）「日本語でケアナビ」のURLは：http:／／nihongodecarenavi.jpである。また携帯版サイトも同時に公開して
いる。http:／／nihongodecarenavi.jp／mo／
（２）図１は「こちら『日本語でケアナビ』開発室」http:／／nihongodecarenavi.net／blogに拠る。
（３）「日本語でケアナビ」ではタグ検索機能を「タグナビ」としている。
（４）代表的な例は「tsu」でも「tu」でも「つ」という綴りであると読み替えるように設定しておくこと等。
（５）「おせわする」「病院ではたらく」「職場のコミュニケーション」「気持ちを伝える」「日本でくらす」の５つ。
学習者が「何かをする」場面で、手がかりとなることばをさがせるように、これら５つを導入部分となる
タグとして提供した。
（６）要望では特に、音声データの提供、多言語（特にポルトガル語、中国語）でのサービス提供が挙げられて
いる。
（７）「日本語でケアナビ」の開発については「こちら『日本語でケアナビ』開発室」というブログを公開し、そ
の過程に携わった人々によって、多声的に描写する試みが行われている。http:／／nihongodecarenavi.net／
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